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水産試験場 FISHERIES EXPERIMENT 

 
平成３０年度 水産試験場研究成果発表会 のご案内 

 平成 30 年度 宮崎県水産試験場研究成果発表会を次のとおり開催します。 

本発表会は、水産試験場が取り組んでいる調査研究や技術開発の成果を報告・発表することに

より、本県水産業の振興・発展に寄与することを目的としております。 

多くの方々のご来場をお待ちしております。 

 

１．日時：平成３１年１月２１日（月）１３：００～１５：３０ 
 
２．場所：宮崎県水産会館５階 大研修室（宮崎市港２丁目６番地） 

 

３．発表内容 

 

  （１） 地場産の新鮮で美味しい を食卓に 

       ～宮崎県におけるワカメ養殖技術の開発～  

 

   （概要）厳しさを増している沿岸漁業経営の一助     

とするため、藻類養殖は比較的低コストか      

つ低労力で収入が見込め、副業として取り    

組む価値があると考えられます。今回、 

起業につなげることを目的として漁業者の 

方々の協力のもとワカメ養殖試験を行った 

ので、その内容についてご紹介します。 

 

 

  （２） について考える 

       ～日向灘における主要浮魚調査～       

 

（概要）水産試験場では、日向灘に来遊する回遊 

性主要浮魚（いわし類、マアジ、さば類、 

ブリ）の資源状況を把握するために、国や 

他県と協力しながら調査を行っています。 

今回は、2017 年と 2018 年に日向灘で漁獲さ 

れたさば類について、マサバを中心に、 

現在の資源状況や今後の漁況予測をご報告 

します。                 
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   （３） の可食部は肉のみにあらず！ 

       ～サメ未利用部位の活用可能性調査～      

 

（概要）県内で漁獲されるサメ類は近年魚肉の利用が進んで    

おり、学校給食にも登場しています。また、魚肉以外 

の軟骨部位には有益な機能性成分が多く含まれてい 

ることが知られています。県内で多く漁獲される 

シュモクザメに着目して、加工業者とともにその 

利用法について調査を行っておりますので、その 

取り組みについてご紹介します。                  

 

 

   （４） の種苗生産に向けて 

       ～成熟環境条件の究明～    

 

（概要）ウナギの種苗生産の研究は古くから行われ、平成 21 

年に国の研究機関が世界初の完全養殖に成功しまし 

た。大量生産には課題が残されていますが、水産試験 

場では平成 25 年から試験に着手し、平成 28 年に初め 

てふ化に成功し、平成 29 年には短日処理による早期 

成熟を再現するとともに、新たな方法による受精卵確 

保にも取り組みましたので、その内容をご紹介しま   

す。 

 

 

   

（５） 高度漁海況情報サービスの への取組 

       ～新たに開始する情報提供の紹介～    

 

（概要）水産試験場では、操業の効率化を支援するため、 

漁場の形成や操業の成否を左右する海況情報を高度 

漁海況情報サービスとして提供していますが、本年 

４月からは、漁業者の皆様から要望の強かった「流れ」 

情報について「海洋レーダー」の運用により、新たに 

提供を開始することとしましたので、その内容をご紹介 

します。  

 

４ その他 

 事前申込み不要、どなたでも参加できます。 ←弱い 潮目情報の強さ 強い→ 


